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○春を迎え、文化会館横に展示している蒸気機関車「フラヌイ号」の冬囲いシートがはずされました。

作業は、維持管理をしている富良野蒸気機関車保存会のみなさん。この日は清掃作業も行われました。

特集　Ｐ２‐５　私たちの暮らしを支える市民の足

地域のバス交通を考えてみませんか
Ｐ６‐７　地域活動レポート云　

ごみのないきれいなまちへ 地域に感謝する思いから学校周辺のごみ拾い活動

Ｐ１２　ズームアップふらの　Ｐ１４　消費生活・健康情報

Ｐ１６　暮らしの情報
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地域のバス交通を
考えてみませんか
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富
良
野
市
内
の
路
線
バ
ス
は
昭

和　

年
よ
り
旭
川
電
気
軌
道
株
式

２７
会
社
に
よ
り
運
行
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
動
車
の
普
及
な

ど
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
が
進
み
、

運
行
収
支
が
悪
化
。
こ
れ
に
伴
い

昭
和　

年
に
設
立
さ
れ
た
ふ
ら
の

５８

バ
ス
株
式
会
社
（
旭
川
電
気
軌
道

株
式
会
社
と
市
が
共
同
出
資
に
よ

る
第
三
セ
ク
タ
ー
）
に
経
営
が
移

第
三
セ
ク
タ
ー
　
　
　
　
　

「
ふ
ら
の
バ
ス
」
の
誕
生

　

路
線
バ
ス
と
Ｊ
Ｒ
は
、
自
家
用

車
を
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
や
遠

距
離
通
学
の
小
中
学
生
や
高
校
生

な
ど
、
交
通
弱
者
で
あ
る
地
域
住

民
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
に
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
公
共

交
通
機
関
で
す
。

譲
さ
れ
、
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
ふ
ら
の
バ
ス
株
式
会
社

に
よ
る
運
行
路
線
数
は
、
７
路
線

で
、
富
良
野
〜
旭
川
を
結
ぶ
ラ
ベ

ン
ダ
ー
号
の
旭
川
線
、
富
良
野
駅

前
と
市
内
農
村
部
な
ど
を
結
ぶ
西

達
布
線
、
老
節
布
線
、
麓
郷
線
、

御
料
線
、
麻
町
線
、
ハ
イ
ラ
ン
ド

ふ
ら
の
線
の
６
路
線
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
富
良
野
市
を
発
着
ま
た

は
通
過
す
る
都
市
間
バ
ス
と
し
て

は
、
札
幌
〜
富
良
野
間
を
高
速
ふ

ら
の
号
と
し
て
中
央
バ
ス
が
、
旭

川
〜
帯
広
間
を
道
北
バ
ス
・
十
勝

バ
ス
及
び
北
海
道
拓
殖
バ
ス
が

ノ
ー
ス
ラ
イ
ナ
ー
と
し
て
共
同
運

行
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
富
良
野
〜
占
冠
間
を

占
冠
村
営
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

減
り
続
け
る
利
用
者
の
な
か

で
路
線
バ
ス
の
維
持
確
保

　

路
線
バ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
道
都
で
あ
る
札
幌
市
内
の

路
線
バ
ス
で
の
新
聞
報
道
に
も

地域のバス交通を考えてみませんか

平成２０年平成１９年平成１８年平成１７年平成１６年平成１５年

145,623人148,446人156,722人167,273人183,345人211,921人

路線バス（市内6路線）の輸送人員実績

あ
っ
た
と
お
り
、
人
口
の
多
い
都

市
部
に
お
い
て
も
、
非
常
に
厳
し

い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
的
に
も
年
々
バ
ス
利
用

者
が
減
少
し
、
路
線
バ
ス
の
合
理

化
・
廃
止
が
進
め
ら
れ
、
各
地
域

に
お
い
て
、
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
ふ
ら
の
バ

ス
株
式
会
社
で
は
、
設
立
当
初
よ

り
、
貸
切
バ
ス
事
業
部
門
の
強
化

に
よ
る
会
社
経
営
の
安
定
化
に
よ

り
、
路
線
バ
ス
事
業
部
門
の
維
持

を
図
る
な
ど
、
公
共
交
通
事
業
者

の
責
務
と
し
て
住
民
の
足
を
守
る

た
め
の
方
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
も
自

家
用
車
の
普
及
や
過
疎
化
に
よ
る

地
域
人
口
の
減
少
、
特
に
少
子
化

に
よ
る
通
学
生
の
減
少
な
ど
に
伴

い
バ
ス
利
用
者
の
減
少
が
進
み
、

各
路
線
の
収
支
の
悪
化
を
招
い
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
利
用
し
や
す
い
運

行
ダ
イ
ヤ
へ
の
見
直
し
や
運
行
経

路
の
変
更
な
ど
に
よ
り
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ら
れ
、
近
年
で
は
、

平
成　

年
の
協
会
病
院
移
転
改
築

１９

に
あ
わ
せ
た
運
行
経
路
の
同
病
院

へ
の
接
続
な
ど
の
改
善
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
環
境
対
策
と
な
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
バ
ス
の
導
入
な
ど
、

運
行
経
費
の
節
減
も
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
利
用
者
が
減
少
し
、

収
支
が
悪
化
す
る
な
か
、
路
線
の

維
持
確
保
の
た
め
に
は
、
運
行
区

間
の
廃
止
や
変
更
、
運
行
便
数
の

減
便
な
ど
の
合
理
化
も
止
む
無
く

行
わ
れ
て
き
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

図
１
で
は
、
市
内
路
線
の
輸
送

（図１）

路線維持のための助成赤字額平均乗車密度乗車利用人員路線名

準生活交通路線維持対策

路線維持費補助として赤

字額の1/3を北海道、残り

2/3を市が助成しています。

163万円5.0人/km便32,205人西達布線

181万円5.1人/km便30,180人老節布線

193万円5.0人/km便38,222人麓郷線

市生活交通路線維持対策

路線維持費補助として赤

字額を市が助成していま

す。

222万円2.9人/km便20,557人麻町線

229万円1.9人/km便18,084人御料線

218万円1.1人/km便6,375人ハイランドふらの線

路線別利用人員・乗車密度と赤字額（平成19年10月～20年9月）
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人
員
数
の
最
近
５
年
間
の
推
移
を

示
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
に
は
、

１５

　

万
１
９
２
１
人
の
利
用
が
あ
り

２１ま
し
た
が
、
平
成　

年
で
は
、　

２０

１４

万
５
６
２
３
人
の
利
用
と
な
り
、

最
近
５
年
間
だ
け
で
も
概
ね
３
割

の
６
万
６
２
９
８
人
も
の
利
用
者

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
路
線
バ
ス
は
す
べ
て
　

赤
字
路
線

　

バ
ス
利
用
者
の
減
少
に
伴
う
収

支
の
悪
化
は
、
近
年
顕
著
に
表
れ
、

平
成　

年
に
は
西
達
布
線
が
赤
字

１４

運
行
と
な
り
、
平
成　

年
に
老
節

１６

布
線
、
平
成　

年
か
ら
は
麓
郷
線

１８

が
赤
字
と
な
り
、
現
在
、
市
内
６

路
線
す
べ
て
が
赤
字
路
線
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
運
行
経
費

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
車
輌
購
入

に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成　

年
か
ら
は
旭
川
線

１２

に
お
い
て
、
国
と
北
海
道
の
助
成

を
受
け
る
と
と
も
に
、
平
成　

年
１４

か
ら
は
市
内
路
線
に
北
海
道
と
市

の
助
成
を
合
わ
せ
、
赤
字
額
を
補

て
ん
し
て
路
線
バ
ス
の
維
持
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
う
６
路
線
に
対
す
る

市
か
ら
の
助
成
額
は
、
平
成　

年
１８

度
で
は
６
６
０
万
円
で
し
た
が
、

利
用
者
の
減
少
に
伴
う
運
送
収
入

の
減
少
や
、
燃
料
費
の
高
騰
な
ど

の
影
響
も
あ
り
、
平
成　

年
で
は
、

２０

Interview

麓郷から病院に通うのに週に２回から３

回はバスを利用しています。また、買い物

や市役所などに行くのにも、今は市内へ通

う交通手段はバスしかないので、日常生活

に欠かせないものとなっています。バスに

は観光客も多く乗っているので、観光面に

とっても重要な位置付けとなっているの

ではないでしょうか。

高橋スミ子さん　

麓郷市街地

普段の日常生活に欠かせない交通機関

Interview

毎朝、始発のバスを利用して学校に通い、

帰りは部活があるのでいつも最終便を利

用しています。２人の兄もバスを利用して

いて、地域の高校生にとっては大切な移動

手段となっています。今は最後の高体連に

向けて少しでも練習時間を確保したいの

で、遅い時間のバスがあるのは大変助かっ

ています。

菅原　駿さん　

富良野高校３年

（布礼別）

部活動の練習確保のため大切な移動手段

平成２０年に購入したハイブリッドバス

 

  

 

 

  

 

 

 
 

  

  

  

 
 

 

 

 

 

 

路線図　平成２１年５月１日現在

西達布線・老節布線

麓郷線

御料線

麻町線

ハイランドふらの線

旭川線
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　市内の路線バスは全路線が不採算路線となっ

ています。　

　しかし、お年寄りや学生など、車を持たない人

や運転のできない人にとって、バスは生活に関わ

る大切な足であり、不採算路線であるからといっ

て廃止するのではなく、公共的な立場から、多少

の路線短縮や減便をしてでもできるだけバスを

走らせていきたいと考えています。

　そのためには、車輌の小型化などにより経費の

削減に努めるほか、学校や病院への接続など、利

用者にとっても使いやすいバスに改善し、利用の

増進を進めてきました。

　また、当社では平成16年には、環境に優しい企

業体制づくりのための国際規格であるISO14001

の認証を取得するとともに、環境に貢献する事業

所認定制度である「北海道グリーン・ビズ」事業

所として、去る４月９日に登録いただき、地球温

暖化対策などへも貢献していきたいと考えてい

ます。

　貸切バス部門では、本年度より自動体外式除細

動器（ＡＥＤ）を一部車輌に設置し、運転手全員

が普通救命講習を受講するなど、安心してバスを

利用していただける体制づくりに向け企業努力

をしています。

　今後も路線バスを残していくためには、市民の

みなさんには、「安心・安全な移動」「環境負荷の

低減」などバスの魅力を再度ご認識いただき、利

用していただきたいと思います。

バスは市民生活に係

わる大切な足。安心

して利用できる体制

づくりを

　ふらのバス株式会社　社長　大竹　泰文さん

１
０
２
７
万
円
と
約
１
・
５
倍
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

老
節
布
線
・
西
達
布
線
の
　

減
便
・
運
行
区
間
変
更　
　

　

現
在
、
老
節
布
線
と
西
達
布
線

は
北
海
道
と
市
の
補
助
に
よ
り
赤

字
補
て
ん
を
行
い
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
北
海
道
か
ら
補
助
を

受
け
る
た
め
の
要
件
と
し
て
は
、

平
均
乗
車
密
度
（
路
線
１
㎞
１
便

運
行
当
た
り
の
乗
車
人
員
）
が
最

低
５
人
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成　

年
の
実
績
で
は
、
老

２０

節
布
線
が
５
・
１
人
、
西
達
布
線

が
５
・
０
人
ま
で
減
少
し
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
道
か
ら
の
補
助

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ふ
ら
の
バ
ス
株
式

会
社
で
は
、
本
年　

月
よ
り
、
老

１０

節
布
線
の
西
達
布
か
ら
老
節
布
ま

で
の
区
間
の
運
行
を
廃
止
し
、
西

達
布
線
に
統
合
、
現
行
、
全
６
往

復
を
５
往
復
に
減
便
を
行
う
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
行
体
系
変
更
に
対
応
す

る
た
め
、
市
で
は
、
現
在
、
東
山

地
区
で
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
ー
の
見
直
し
な
ど
、
地
域

の
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
、
地

域
住
民
や
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
協
力
で
　
　
　
　

公
共
交
通
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

路
線
バ
ス
は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
支
え
る
大
切
な
市
民
の
足
で

す
。
特
に
、
交
通
弱
者
と
い
わ
れ

る
高
齢
者
や
学
生
に
と
っ
て
は
、

日
常
的
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

交
通
手
段
で
す
。

　

昨
年
実
施
し
た
市
民
意
識
調
査

で
は
、「
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
の
充
実
」
に
対
し
て
約

　

％
の
方
か
ら
不
満
傾
向
の
回
答

３６が
あ
り
、
不
満
度
の
項
目
別
順
位

で
は
第
４
位
と
、
非
常
に
高
い
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
問
で
は

鉄
道
交
通
も
含
ま
れ
、
他
都
市
へ

の
交
通
機
関
に
対
す
る
不
満
も
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
村
部
か

ら
の
回
答
で
は
、
不
満
度
が
高

ま
っ
て
い
る
傾
向
も
あ
り
、
市
内

の
市
街
地
と
農
村
部
を
つ
な
ぐ
生

活
交
通
機
関
に
対
す
る
不
満
も
高

い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
全
国
的
に
人
口
が
減
少

す
る
中
で
、
各
地
で
も
路
線
バ
ス

の
廃
止
が
進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

様
々
な
公
共
交
通
を
守
る
た
め
の

取
り
組
み
が
多
く
の
地
域
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
に
は
、
定
刻
運
行
に

よ
る
地
域
の
足
の
確
保
、
マ
イ

カ
ー
か
ら
バ
ス
利
用
に
よ
る
環
境

保
全
対
策
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
バ
ス
利
用

者
の
減
少
に
よ
る
合
理
化
が
危
惧

さ
れ
ま
す
が
、
今
一
度
、
バ
ス
交

通
の
果
た
す
役
割
を
考
え
認
識
し
、

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
も

必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
事
業
者
に
よ

る
利
便
性
向
上
や
経
費
節
減
に
向

け
た
取
り
組
み
と
、
バ
ス
の
利
用

促
進
な
ど
、
市
民
、
バ
ス
事
業
者
、

行
政
な
ど
が
連
携
し
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
公
共
交
通
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

地域のバス交通を考えてみませんか



6こうほう 200９.５

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
云

連合会・町内会の話題をお知らせください。 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

　

山
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
山
部
小
学
校
緊
急
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
河
原

政
之
会
長
）」
で
は
、
青
色

回
転
灯
搭
載
車
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
朝
夕
の
登
下

校
時
や
富
良
野
市
街
へ
行

く
と
き
な
ど
日
常
生
活
の

な
か
で
車
両
を
走
ら
せ
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
な

が
ら
、
不
審
者
に
も
目
を

光
ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
は
、
犯
罪
抑
制
の
心

理
的
な
効
果
を
狙
う
防
犯
対
策
の

一
つ
で
、
市
内
で
は
、
春
日
東
町

連
合
会
、
東
部
地
区
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
、
樹
海
の
子
ど
も
を
守

り
隊
、
富
良
野
通
運
㈱
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
車
両
を
保

有
し
、
地
域
の
防
犯
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

青
色
回
転
灯
は
一
般
の
自
動
車

に
装
備
す
る
こ
と
は
法
令
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
定
の
基
準

を
満
た
し
た
自
治
体
や
自
主
防
犯

組
織
な
ど
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に

使
用
す
る
場
合
に
限
り
装
着
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
同
隊
で
も
昨
年

の
９
月
９
日
に
８
台
が
許
可
を
受

け
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
河
原
会

長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
へ

地
域
に
感
謝
す
る
思
い
か
ら
　

学
校
周
辺
の
ご
み
拾
い
活
動

■
富
良
野
東
中
学
校
野
球
部
■

青色回転灯搭載車青色回転灯搭載車でで
児童・生徒の安全児童・生徒の安全をを
地域で見守地域で見守るる

　

毎
日
学
校
周
辺
の
ご
み
拾
い
を

行
っ
て
い
る
の
は
、
富
良
野
東
中

学
校
野
球
部
の
生
徒（
部
員　

人
）。

２７

地
域
に
感
謝
す
る
こ
と
と
、
ご
み

の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
、
そ
し
て
、

部
員
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
め
ざ

し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
３
年
前

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
き
っ
か

け
は
当
時
、
生
徒
が
練
習
に
身
が

入
ら
ず
、
何
か
を
変
え
な
く
て
は

と
全
員
で
話
し
合
い
を
も
っ
た
こ

と
。
明
石
昌
人
監
督
は
「
当
初
は
、

生
徒
の
気
持
ち
を
入
れ
る
た
め
の

罰
則
的
な
意
味
合
い
が
強
か
っ
た

の
で
す
が
」
と
笑
っ
て
話
し
ま
す
。

　

ご
み
拾
い
は
、
本
来
の
野
球
の

練
習
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
朝

の
登
校
時
に
実
施
。
休
み
の
日
は

練
習
開
始
の　

分
前
に
は
終
了
し

３０

ま
す
。
生
徒
の
家
か
ら
学
校
ま
で

の
区
間
を
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
登

校
し
、
毎
回
登
校
ル
ー
ト
を
変
え

る
こ
と
で
、
地
域
の
広
範
囲
を
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。
集
め
た
ご
み

は
分
別
を
行
い
、
そ
の
後
、
教
室

に
集
ま
り
、
そ
の
日
の
気
付
い
た

こ
と
を
発
表
し
合
っ
て
、
次
の
日

の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

３
月　

日
に
行
っ
た
ご
み
拾
い

３０

で
は
、
東
町
、
春
日
町
、
瑞
穂
町

な
ど
を
歩
き
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
殻
な
ど
を

拾
い
、
約　

分
ほ
ど
で
、
大
き
な

３０

ご
み
袋
４
つ
分
の
ご
み
が
集
ま
り

ま
し
た
。
野
球
部
の
活
動
は
地
域

登校時の児童を見守る山部小学校緊急防犯パトロール隊

練習前の時間に地域のごみ拾いを行った富良野東中学校野球部

■山部小学校緊急防犯パトロール隊■
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人

　

市
内
に
５
つ
あ
る
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
う
ち

「
す
み
れ
の
会
」
と
「
ち
び
ノ
ン
タ

ン
」
の
代
表
を
務
め
る
品
田
靖
恵

さ
ん
。
生
ま
れ
は
東
京
で
、
ご
主

人
の
仕
事
の
関
係
で
富
良
野
に
移

り
住
み
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
と
品
田
さ
ん
の
出

会
い
は
、
阿
寒
町
に
住
ん
で
い
た

平
成　

年
に
「
大
人
の
た
め
の
児

１２

童
文
化
講
座
」
に
参
加
し
た
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
、
２
年
半
の
月
日

を
か
け
て
児
童
文
学
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。「
当
時
、
ま
わ
り
の
友
達

は
子
育
て
の
真
っ
最
中
で
、
そ
の

影
響
も
あ
り
児
童
文
化
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
講
座
に
参
加
し
て
、

大
人
が
本
気
で
子
ど
も
と
係
わ
っ

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
肌
で
感

じ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

平
成　

年
に
富
良
野
に
移
り
住

１３

ん
で
か
ら
、
児
童
心
理
学
や
深
層

読み聞かせは早期教育ではなく生涯学習の第１歩

７カ月乳児健診で読み聞かせを行う品田靖恵さん

良野に 品田 靖恵さん 
西　町

し な だ や す え

心
理
学
、
児
童
文
学
図
書
な
ど
の

専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る

「
児
童
図
書
相
談
士
」の
資
格
を
取

得
。
こ
の
時
期
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
の
運
動
が
全
国
的
な
広
が
り
を

見
せ
、
富
良
野
で
も
、
平
成　

年
１５

に
品
田
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
読

み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
す
み
れ
の

会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
が
絵
本
を
介

し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

心
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
応

援
す
る
運
動
で
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、図
書
館
、保
健
セ
ン
タ
ー

の
３
つ
の
機
関
が
協
力
し
、
本
の

配
布
や
乳
児
健
診
の
時
に
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
品
田
さ

ん
は
「
富
良
野
で
は
ま
だ
本
の
配

布
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
３
機

関
が
赤
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
を
願
う
気

持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
が
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
す
み
れ
の
会
」で
は
月
に
１
度
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
７
カ

月
乳
児
健
診
で
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
午
後
１
時
か
ら

３
時
ま
で
、
図
書
館
の
職
員
と
登

録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
代
で
担
当

し
、
健
診
に
訪
れ
る　

人
前
後
の

２０

親
子
が
、
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
品
田
さ
ん
は
「
読
み

聞
か
せ
は
、
文
字
を
早
く
覚
え
さ

せ
る
と
い
っ
た
早
期
教
育
で
は
な

く
、
生
涯
学
習
の
第
１
歩
と
考
え

て
ほ
し
い
」
と
言
い
、「
赤
ち
ゃ
ん

が
ま
だ
言
葉
や
文
字
を
理
解
で
き

な
い
時
期
で
も
、
き
ち
ん
と
目
を

合
わ
せ
、
お
母
さ
ん
の
や
さ
し
い

声
を
聞
か
せ
る
こ
と
が
大
切
。
赤

ち
ゃ
ん
が
『
自
分
が
愛
さ
れ
て
い

る
』
と
い
う
安
心
感
に
つ
な
が
り
、

日
々
の
育
児
に
追
わ
れ
る
お
母
さ

ん
に
と
っ
て
も
心
温
ま
る
時
間
に

な
り
ま
す
」
と
読
み
聞
か
せ
の
目

的
と
効
果
を
話
し
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
世
代
が
子
ど
も
に

絵
本
を
手
渡
し
、
そ
の
子
ど
も
た

ち
が
次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に

絵
本
を
手
渡
す
。
そ
ん
な
こ
と
が

自
然
と
成
り
立
っ
て
い
く
地
域
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
将
来
の
夢
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

移る

富浦
に
も
浸
透
し
、
住
民
の
方
か
ら
の

励
ま
し
の
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
飲

み
物
や
お
菓
子
、
飴
な
ど
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
志
茂
恭
平
さ
ん

（
３
年
生
）
は
「
全
員
が
目
的
を
き

ち
ん
と
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が

継
続
し
て
い
け
る
秘
訣
で
す
」
と

言
い
「
地
域
の
方
か
ら
『
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
』『
あ
り
が
と
う
』
と

声
を
掛
け
ら
れ
る
の
が
す
ご
く
励

み
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

地
域
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
部

員
同
士
の
結
束
力
も
高
ま
っ
た
と

も
言
い
ま
す
。
昨
年
の
全
日
本
少

年
野
球
大
会
で
は
全
道
大
会
に
出

場
す
る
な
ど
、
野
球
の
好
成
績
に

も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

野
球
部
で
は
ほ
か
に
も
、
学
校

が
始
ま
る
と
毎
朝
、
１
時
間
か
け

て
校
内
の
清
掃
を
す
る
ほ
か
、
冬

に
は
独
居
老
人
宅
の
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
う
な
ど
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
ま
す
。

の
た
め
に
は
、
学
校
や
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
。
少
し
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
校
に
通
っ
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
月
に
一
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

や
学
校
の
先
生
が
交
差
点
に
立
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
「
一
声

デ
ー
」
の
実
施
や
「
子
ど
も
飛
び

出
し
危
険
」
の
看
板
の
設
置
、
さ

ら
に
、
昨
年
か
ら
運
行
が
始
ま
っ

た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
対
策
と

し
て
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
通
り
ま

す
」
の
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、

安
全
で
安
心
し
た
地
域
づ
く
り
の

対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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みなさんのご意見をお寄せください 市
民
参
加
手
続
の
ペ
ー
ジ

原案(全文)の公表場所
陰行政情報コーナー

（市役所１階市民ロ
ビー)隠山部・東山支所
窓口韻担当課窓口吋文
化会館ロビー右図書館
ロビー宇市ホームペー
ジ

意見を提出できる方
○市内に住んでいる方

○市内で働いている方

○市内で学んでいる方

○市内に事業所がある

　法人や団体

意見の提出方法
○封書・ファックス・メ

　ールなど書面（様式は

　自由)・録音テープで

　お寄せください。

○担当課窓口に直接提

　出（郵送可）、または

　公表場所の意見箱へ

　提出もできます。

○意見を提出するとき

　は、住所・氏名などを

　記入してください。　

　氏名などは公表しま

　せんが、記入がない場

　合には回答できない

　場合もあります。

原案を作成した理由

　旧屋内水泳プールをスポーツ施設

として改修し、柔剣道や軽スポーツ

などの多目的施設として市民に開放

するため、スポーツセンター条例に

追加しようとするものです。

原案の概要

　スポーツセンターの柔剣道室を卓

球室へ名称変更します。旧屋内水泳

プールは、プール面をサブアリーナ

（仮称）、２階会議室とロビーを軽運

動室（仮称）とし、次のとおり専用

利用料金を設定するものです。

※旧屋内水泳プールは団体利用のみとな

　ります。

※利用料金は１時間単位となります。

虚
富
良
野
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
　

　
改
正
に
つ
い
て
《
概
要
》

今後のスケジュール

平成２１年７月　

　パブリックコメント結果公表予定

平成２１年９月　条例改正案議会提案

平成２２年４月　条例施行予定

意見提出先／問合せ
社会教育課
〒０７６‐0018　富良野市弥生町1番2号
皐３９‐2318　捌39‐2330
電子メール
shakai-k@city.furano.hokkaido.jp

暖房料利用料金対 象使用区分

１１月～４月の

期間は利用料

金の５割を加

算します

８００円小中学生
サブ　　

アリーナ
1.000円高校生

1.200円一般

５００円軽運動室

《パブリックコメント手続》意見募集期間４月３０日昭～５月1９日昇

架企画振興課　拶３９‐２３０４

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の
募
集

委
員
の
任
務　

男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
の
推
進
、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど

募
集
人
員　

男
女
各
１
名

募
集
期
間　

６
月
１
日
俄
ま
で

応
募
条
件　

年
間
１
〜
２
回
程

度
の
会
議
に
参
加
可
能
な
市
民

任　

期　

２
年
間

報　

酬  
１
回
の
会
議
に
つ
き
2

7
5
0
円
。
片
道
５
キ
ロ
以
上
で

交
通
費
あ
り
。

申
込
み　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
市
民
環
境
課
、
山
部
支
所
及
び

東
山
支
所
に
備
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
市
民
環
境
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

　
事
業
で
　
手
続
実
施

１７

３６

　

平
成　

年
度
の
市
民
参
加
手
続

２０

は
、　

件
の
市
の
仕
事
に
つ
い
て
、

１７

　

回
の
市
民
参
加
手
続
を
行
い
ま

３６し
た
。
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

２
事
業
で
実
施
し
た
意
見
交
換

会
で
は　

件
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

１６

し
た
が
、　

事
業
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

１５

メ
ン
ト
手
続
で
は
２
事
業
に
対
し

て
２
名
の
意
見
提
出
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
市
の
仕
事
を
公
表
し
、

市
民
の
意
見
を
適
切
に
反
映
す
る

た
め
、
市
民
参
加
手
続
の
方
法
と
、

市
か
ら
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

す
る
な
ど
創
意
工
夫
に
努
め
ま
す
。

実
施
事
業
の
内
訳

○
計
画
や
方
針
づ
く
り　
　

８
件

○
条
例
や
規
則
の
制
定　
　

7
件

○
施
設
の
建
設　
　
　
　
　

２
件

実
施
手
続
方
法
の
内
訳

○
審
議
会　
　
　
　
　
　
　
　

回
１８

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続  　

回
１５

○
意
見
交
換
会　
　
　
　
　

２
回

○
縦
覧　
　
　
　
　
　
　
　

１
回

※
こ
の
ほ
か
に
、
手
続
き
を
省
略
し

た
も
の
が
７
事
業
あ
り
ま
す
。

市
民
参
加
手
続
の
評
価

　

市
民
参
加
制
度
調
査
審
議
会
に

市民参加手市民参加手続続のの結果結果につについいてて

平平成成２２００年年度度

お
い
て
、
過
去
3
カ
年
の
市
民
参
加

手
続
の
実
績
を
検
証
し
、
現
時
点
で

は
市
民
参
加
制
度
が
し
っ
か
り
定

着
す
る
よ
う
に
運
用
方
法
に
改
善

を
加
え
て
い
き
、
今
後
も
3
年
ご
と

に
制
度
を
検
証
し
見
直
す
規
定
に

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

※個人利用はできません。
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その他
（参加数または意見件数）

パブリック
コメント
（意見件数）

審議会
（審議回数）市　の　仕　事　の　内　容分類

●（6件）観光振興計画の作成計
画
・
方
針
づ
く
り

●（0件）中心市街地活性化基本計画の作成

●（0件）●（3回）農業及び農村基本計画の作成

●（0件）●（4回）高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第４期計画）の作成

●（0件）●（2回）男女共同参画推進計画の作成

●（0件）耐震改修促進事業計画策定の作成

●（0件）小中学校施設耐震化推進（耐震診断）計画の作成

●縦覧（0件）森林整備計画の作成

●意見交換会（8人）●（0件）建築確認申請等手数料条例の一部改正条
例
や
規
則
を
制
定
・
改
廃

●（0件）●（4回）介護保険条例の一部改正（介護保険料の改正）

●（0件）●（1回）農業及び農村基本条例の制定

●（0件）看護専門学校の入学定員の変更

●（0件）へき地保育所設置条例の一部改正（麓郷・布礼別を統合しあおぞら保育所設置）

●（3件）●（3回）情報共有と市民参加のルール条例の一部改正（見直し規定の改正）

●（0件）演劇工場設置及び管理に関する条例の全部改正（利用料の改正含む）

●（0件）山部小学校屋内運動場改築事業施
設
の

建
設 ●意見交換会（２１人）●（1回）スポーツセンター改修計画（旧屋内プールの改修含む）

３回１５回１８回17事業計

平成２０年度に実施した市民参加手続一覧 

原案を作成した理由

　良質な住宅を長期にわたって良好な状態

で使用されることを促進し、住生活の向上

と環境負荷の低減（住宅の解体による廃棄

物の抑制）を図ることを目的に「長期優良

住宅の普及の促進に関する法律」が制定さ

れました。

　長期優良住宅の認定に当たって、相当の

事務量が伴うことから、それに要する費用

を手数料として徴収することが適当と判断

し、手数料条例に新たに長期優良住宅建築

等計画認定申請手数料を設定するものです。

※この長期優良住宅の認定をとることで、

固定資産税等の税の特例を受けることがで

許
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認
定
申

　
請
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て
　
《
概
要
》

きます。

※技術的基準に関わる審査については、住

宅性能評価機関において事前に行なうよう

にしてください。

今後のスケジュール

平成２１年６月　

　パブリックコメント結果公表予定

平成２１年６月　条例改正案議会提案

意見提出先／問合せ
都市建築課
〒０７６‐8555　富良野市弥生町1番１号
皐３９‐2316　捌39‐2332
電子メール　
kenchiku-k@city.furano.hokkaido.jp

長屋住宅（２～６戸）戸建て住宅

30,000円18.000円住宅性能評価機関の事前審査を受けた場合

130.000円57.000円住宅性能評価機関の事前審査を受けない場合

富良野市建築確認申請等手数料徴収条
例に掲げる手数料が加算されます

建築確認に係る審査を同時に申出る場合

長期優良住宅建築等計画認定申請手数料（案）

※長屋住宅の手数料は、１戸につき、上表に定める金額を当該申請及び当該申請と同時に行なわれた同一住宅に係る認定申請

の総数で除して得た額（この額に50円未満の端数が生じたときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数が生じたときは

これを１００円に切り上げるものとする）
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市政
アラカルト

５月ＭＡＹ

国
際
交
流
や
地
域
づ
く
り
事

業
に
対
す
る
支
援
を
し
ま
す

　

地
域
づ
く
り
や
海
外
交
流
な
ど
市
民
の

み
な
さ
ん
が
行
う
事
業
・
活
動
に
対
し
て

支
援
し
ま
す
。
平
成　

年
度
の
事
業
が
対

２１

象
で
、
申
し
込
み
後
、
審
査
委
員
会
を
開

催
し
、
補
助
の
可
否
と
補
助
金
額
を
決
定

し
ま
す
。

国
際
交
流
事
業

●
対
象
事
業　

虚
友
好
都
市
（
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
）

と
の
交
流

許
国
外
に
お
け
る
研
修
、
調
査

距
研
修
会
、
講
演
会
、
語
学
講
座
な
ど

※
他
の
補
助
金
を
受
け
て
行
う
事
業
、
観

光
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た

事
業
、
営
利
に
結
び
つ
く
事
業
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
者　

市
内
で
積
極
的
に
活
動
し
て

い
る
個
人
ま
た
は
団
体

●
補
助
額　

交
通
費
、
滞
在
費
、
研
修
会

の
開
催
経
費
な
ど
補
助
対
象
と
な
る
経
費

の
お
お
む
ね　

％
以
内
で
、
予
算
の
範
囲

50

内
で
補
助
し
ま
す
。（
食
費
、
通
訳
ガ
イ
ド

料
、
添
乗
員
経
費
、
保
険
料
な
ど
対
象
外

経
費
が
あ
り
ま
す
）

●
申
請
期
限　

事
業
実
施
の
１
カ
月
前

地
域
づ
く
り
推
進
事
業

●
対
象
事
業

虚
調
査
研
究
、
研
修
活
動

許
研
修
会
、
講
演
会
な
ど
の
開
催
な
ど

※
他
の
補
助
金
を
受
け
て
行
う
事
業
、
観

光
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た

事
業
、
営
利
に
結
び
つ
く
事
業
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
者　

地
域
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
個
人
ま
た
は
団
体

●
補
助
額　

交
通
費
、
会
場
借
上
料
、
講

師
謝
礼
な
ど
補
助
対
象
と
な
る
経
費
の
お

お
む
ね　

％
以
内
で
、
予
算
の
範
囲
内
で

５０

補
助
し
ま
す
。（
食
費
、
人
件
費
な
ど
対
象

外
経
費
が
あ
り
ま
す
）

架
企
画
振
興
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
４

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
助
成

の
受
付
を
開
始
し
ま
す

助
成
の
概
要

　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
経
費
が
１
０
０
万
円
以

上
の
工
事
に
対
し
、　

万
円
を
助
成
し
ま

２０

す
。（
同
一
住
宅
で
の
助
成
は
１
回
限
り
で
す
）

※
同
時
に
耐
震
改
修
工
事
を
お
こ
な
っ
た

と
き
は
別
途
助
成
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
請
受
付
開
始　

５
月　

日
俄
か
ら

１８

　

助
成
決
定
は
7
月
以
降
の
予
定
で
す
。

助
成
決
定
前
に
着
工
す
る
と
助
成
対
象
と

な
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
場
所　

都
市
建
築
課

　

助
成
申
請
に
つ
い
て
は
、
次
の
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

虚
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
が
、
現
に
居

住
し
て
い
る
自
己
所
有
の
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
す
る
場
合

許
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い

距
市
内
登
録
業
者
に
よ
る
施
工

鋸
リ
フ
ォ
ー
ム
に
係
る
工
事
費
が
1
0
0

万
円
以
上

漁
耐
震
改
修
助
成
を
利
用
す
る
場
合
は
、

耐
震
改
修
計
画
の
策
定

架
都
市
建
築
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

定
額
給
付
金
の
申
請
を
受
付

て
い
ま
す

　

定
額
給
付
金
は
、
給
付
に
よ
っ
て
生
活

支
援
と
地
域
の
経
済
対
策
効
果
が
期
待
さ

れ
る
制
度
で
す
。
対
象
者
に
は
３
月
下
旬

に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
早

め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

詐
欺
に
注
意　

　

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

架
総
務
課　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

市民の声

　新学期が始まり、何かにつけ新しい風がふいているこ

とと思います。

　春休みが終わりに近いお昼近く、野球クラブの生徒さ

んが道路のごみを拾いながらおそらく自宅に向かってい

たのでしょう。私供は車の窓を開け、主人が「ごみを拾っ

てくれているんでしょ、ありがとうね」と後から声を掛

けました。振り向いた少年のニコッとした笑顔のすばら

しさに思わずクッと胸があつくなったのです。

　東中はボランティア

として、川の清掃をして

くれたり、色々人の手助

けする大切さを指導し

てくださっていると聞

いたり、見たりしていま

すが、近年はメールをし

ながら歩いている人が

多い中、このような少年

に会えて、私もあたたか

い気持ちになりました。

東中学校野球部のボランティア活動に感動
東町　女性
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　上富良野演習場では、実弾射撃訓練などが行

われています。地域のみなさんが誤って演習場

内に立ち入られることのないよう、現在の演習

場の範囲などについて、お知らせします。

●保安用地を取得してきた理由
　実弾射撃訓練や射程距離の長い迫撃砲の実

　弾射撃訓練も行われているため、安全性向上

　の観点から、平成７年度以降保安用地を取得

　しています。

●保安用地取得の規模
　平成7～２０年度　6３８㌶　

　平成2１年度　林野庁と調整中

●現在の上富良野演習場の範囲
　図の太線で囲まれた範囲です。また、平成７

　年度から取得してきた保安用地は、そのうち

　の網掛け部分です。

●安全対策
　演習場内に許可なく立ち入ることは禁止さ

　れています。

・実弾射撃訓練などの際には、要所に警戒要員

　が配置されています。

・演習場の保安用地に通じるベベルイ林道の入

　口に「立入禁止」の看板が設置されています。

・陸上自衛隊上富良野駐屯地では、演習場の点

　検などを行い、必要に応じて看板の設置や市

　民のみなさんへの広報などを行います。

陸上自衛隊上富良野演習場の現状などについてお知らせします

陸上自衛隊上富良野演習場及び関係市町等位置図

架陸上自衛隊上富良野駐屯地　拶0167-４５-３１０１ 
　富良野市役所企画振興課　　拶0167-３９-２３０4 

 児
童
生
徒
 の
み
な
さ
ん
へ　
　

じ
ど
う
せ
い
と

　

あ
な
た
の
お
も
い
を 
話 
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

は
な

 
家
族 
や
あ

か
ぞ
く

な
た
の 
周 
り
に
い
る 
人
 々
は
み
ん
な
、
あ
な
た
の 
思 
い
を 
受 
け
と

ま
わ 

ひ
と
び
と 

お
も 

う

め
て
く
れ
ま
す
。

　

つ
ら
く 
苦 
し
い 
時 
、 
一
人 
で 
悩 
ま
な
い
で
、 
一
人 
で
が
ま
ん
し

く
る 

と
き 

ひ
と
り 

な
や 

ひ
と
り

な
い
で
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
は
、
あ
な
た
を 
愛 
し
て

あ
い

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

忙
し
く
て
も
、
一
日
の
出
来
事
を
、
子
ど
も
と
し
っ
か
り
向
き

合
っ
て
、
子
ど
も
の
話
を
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
親
だ
か
ら

こ
そ
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
に
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。
学
校
や
適
応
指
導
教

室
（
ま
い
く
ら
す
）
に
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

素
直
に
話
し
合
う
こ
と
で
解
決
の
糸
口
が
つ
か
め
る
は
ず
で
す
。

自
分
の
子
ど
も
を
守
る
の
は
、
保
護
者
の
責
任
で
す
。

　

富
良
野
市
で
は
、「
い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
へ

　

地
域
は
、
屋
根
の
な
い
学
校
で
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
あ

い
さ
つ
や
会
話
の
な
か
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
、
人
間
関
係
づ
く

り
な
ど
、
多
く
を
学
び
、
自
ら
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
富
良
野
、「
子

ど
も
た
ち
の
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
や
あ
い
さ
つ
習
慣
を
育
む
」
富

良
野
を
創
り
上
げ
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
お
力
を
お
か
し
く
だ

さ
い
。す

べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

い
じ
め
・
不
登
校
相
談
の
問
合
せ

　
　
　
　
　

学
校
教
育
課　

拶
３
９
‐
２
３
３
３
（
直
通
）

～夢があり、学ぶことが楽しく　子ども一人ひとりが　安心・満足できる環境を～
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あおぞら保育所が開所。５人の新園児を迎える

おぞら保育所の開所式が４月４

日に行われました。あおぞら保

育所は、布礼別保育所と麓郷保育所の

廃止により新設され、入所年齢を２歳

児からとし、今年度は３人の２歳児を

含む５人が入所。式では小寺保育所長

から「みんな仲良く楽しい生活を送っ

てほしい」と話がありました。新設に

より総勢１６人の園児が新たな保育所

生活をスタートさせました。

あ

看護師への第１歩。看護専門学校入学式

良野看護専門学校の入学式が４

月７日、同校講堂で行われ、第

１６期生３１人が看護師への第１歩を踏み

出しました。登尾学校長から「人を尊

重し、自己研鑽に励みながら、豊かな

人間性を高めてください」と式辞。新

入生を代表して堀口理代さんが「相手

を理解する看護の心を大事にしたい。

多くの人々に貢献できる看護師をめざ

します」と誓いの言葉を述べました。

富

　
山
部
北
星
老
人
ク
ラ
ブ
（
小
早

川
健
会
長
）
が
４
月
５
日
、
山
部

北
星
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、

設
立
　
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し

５０

ま
し
た
。
式
に
は
、
来
賓
と
会
員

な
ど
　
人
が
出
席
し
、
過
去
　
年

５８

５０

の
足
跡
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
　
年
に
　

３５

６０

歳
以
上
の
高
齢
者
の
生
涯
学
習
と
、

健
康
、
友
愛
、
奉
仕
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
設
立
さ
れ
、
こ
の
間
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど

の
健
康
増
進
活
動
を
は
じ
め
、
山

部
第
１
小
学
校
と
の
学
社
融
合
事

業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
環
境
整
備
な
ど
、
幅
広
い

活
動
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
能
登
芳
昭
市
長
か

ら
「
こ
の
間
の
地
域
貢
献
や
人
材

育
成
な
ど
で
多
大
に
貢
献
を
し
て

健
康
健
康
、、
友友
愛
、
愛
、
奉奉
仕
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

仕
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
　
年年
５０５０

山
部
北
星
老
人
ク
ラ
ブ
設
立

周
年
記
念
式
典

５０い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
人
生
経
験
を
若
い
世

代
に
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い
」
と

祝
辞
。
そ
の
後
、
同
会
に
貢
献
の

あ
っ
た
　
人
の
会
員
に
、
功
労
表

３７

彰
や
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
半
世
紀
の
活
動
を

収
録
し
た
設
立
　
周
年
記
念
誌

５０

「
拓
心
二
号
」
を
発
刊
。　

周
年
回

５０

顧
座
談
会
や
当
時
の
写
真
を
掲
載

す
る
な
ど
、
１
１
６
ペ
ー
ジ
に
わ

た
る
読
み
応
え
の
あ
る
内
容
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
小
早
川
会
長
は
「
会
員
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
設
立
の

基
本
理
念
を
忘
れ
ず
に
、
交
流
活

動
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。　
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占冠村
山菜の季節がやってきました！

　豊かな自然が村中に広がる占冠
村。キレイな水と澄んだ空気が、
おいしくてヘルシーな山菜を育ん
でいます。
　これからの食卓に欠かせない占
冠村の山菜をぜひご賞味ください。

架山村産業振興公社 拶５６‐２832

中富良野町
プールを利用しませんか

　総合スポーツセンタープールが
オープンしました。歩行用のプー
ルも完備しています。

利用期間　５月１日～１０月３１日
利用時間　午前１０時～午後９時
　※日曜・祝日は午後５時まで
入場料　大人１００円、小人５０円
　※富良野圏域外の方は別料金

架総合スポーツセンター
　拶４４－２３２３

南富良野町
カヌー・ラフティングに
挑戦しませんか！

　湖面にカヌーを滑らせながら、
見上げる景色に感動！空知川の急
流をゴムボートで下るラフティン
グのスリルに絶叫！
　初めての方でも家族でも、気軽
に楽しめる各種スクールとツアー
を用意してお待ちしています。

架ＮＰＯ法人南富良野まちづくり

　観光協会　拶３９－７０００

上富良野町
映画「６０歳のラブレター」公開

　昨年夏、俳優の中村雅俊さんな
ど豪華キャストが日の出公園を訪
れ、撮影した映画「６０歳のラブレ
ター」が全国で一斉に公開されま
す。　クライマックスを飾る舞台
が上富良野町の日の出公園ですの
で、ぜひご覧ください。

公開日　５月１６日臥

架産業振興課　拶45‐６９８３

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

４月１０日～２３日に図書館で開催された

「絵手紙サークルななかまど展」に出展さ

れた作品です。孫から送られた鮭を切り

分ける前に作品として残しました。藤田 トシさん（若松町）

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問い合わせ･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

海道中学生バレーボール優秀選

手選抜大会（女子）が３月２７日、

芦別市総合体育館で行われ、全道各地

区の選抜２６チームが参加するなか、富

良野選抜が１４年ぶりとなる準優勝を飾

りました。２回戦から登場した富良野

選抜は、北見選抜と江別選抜をともに

ストレートで破り、決勝は去年の優勝

チーム札幌北選抜と対戦。フルセット

までもつれ込んだ激戦となりましたが、

セットカウント１対２で惜敗しました。

中学生バレー選抜チーム。１４年ぶりの準優勝

北

「私たちはお魚の命を

　　　いただいています」

工会議所が主催する新就職者歓

迎会が４月６日、ニュー富良野

ホテルで行われ、８事業所から１６人が

集いました。荒木毅会頭からは「今の

仕事を歯を食いしばって頑張って続

けてほしい。そのためにも喜びを見つ

けることが大事」と激励の言葉が述べ

られました。参加者を代表して北村拓

也さんが「早く仕事に慣れ１人前の仕

事をしたい」と抱負を述べました。

商

これからの富良野を支える新たな力
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        パソコンを処分したいのですが、どうすればいいですか？Ｑ
        家庭の使用済みパソコンでＰＣリサイクルマーク（右の表示マーク）がついているも

        のは、新たな料金の負担なしでメーカーが回収・再資源化します。直接、メーカーに

        回収を申込みください。ＰＣリサイクルマークがついていない製品は、回収再資源化

　　 料金が必要となります。メーカーが明らかでないパソコンは、購入された販売店に問

        い合わせください。また、自分で組立てたパソコンや、倒産などで回収するメーカー

        がないパソコンなどは、パソコン３Ｒ推進センター（０３－５２８２－７６８５）が回収再資源

        化の窓口になります。新たに所定の回収再資源化料金が必要となります。

        なお、プリンタなどの周辺機器、ワープロ専用機、ＰＤＡ（携帯情報端末）は、粗大

        ごみ（電気製品）での処理となります。

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
小
型
電
気
温
風
器
捌
電
気
堀
こ
た
つ
用
ヒ
ー

タ
ー
捌
木
製
学
習
机
捌
ス
キ
ー
一
式
（
大
人
）

捌
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
一
式
捌
女
の
子
正
装

一
式
（
１
２
０
唖
）
捌
男
の
子
革
靴
（
　
唖
）

２０

捌
本
棚
捌
掃
除
機
（
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
）
捌
ス

チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
（
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
）
捌
電

気
治
療
器
捌
ミ
ニ
コ
ン
ポ
捌
食
器
棚
捌
テ
レ
ビ

台
捌
こ
た
つ
捌
ワ
ー
プ
ロ
（
プ
リ
ン
タ
ー
付
）

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
コ
ン
ロ
捌
富
良
野
住
宅
地
図
捌
ベ

ビ
ー
バ
ス
捌
ベ
ビ
ー
服
（
新
生
児
か
ら
１
歳
児
）

捌
ヤ
マ
ハ
電
子
ピ
ア
ノ
捌
電
子
キ
ー
ボ
ー
ド
捌

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
捌
ピ
ッ
コ
ロ
捌
三
平
皿
捌
携
帯

電
話
器
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
フ
ォ
ー
マ
）
捌
ワ
ー

プ
ロ
（
オ
ア
シ
ス
）

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

海外宝くじ ５億円当たりました！（８０代 男性）

消費者相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

　　　海外の宝くじに「５億円当たりました」という

　　　手紙が上海（中国）から郵送されて来ました。

早急に手続きを取るようにと書いてありましたが、私

は申し込んだ覚えもなく、なぜ個人情報が漏れている

のか不安に感じています。また、手続きを取ると、宝

くじの当選金５億円が本当にもらえるでしょうか？

　　　相談者には、海外宝くじは日本国内において販

　　　売・購入・当選金を受取ることは法律（刑法第

１８７条）で禁止されており、これは手続き料金を詐欺す

る当選商法であることを説明しました。なぜ、個人情

報が漏れたかはわかりませんが、返信したり送金した

りしないよう助言しました。最近、高齢者から消費生

活センターに「海外宝くじ」に関する相談が急に増え

ており、業者が一斉に発送しているものと思われます。

業者の連絡先は海外で、実際には電話もつながらない

ことが多く、トラブルになった場合、解決はほとんど

不可能です。今回も手続き料金６千円～１万円程度を

詐欺することが目的だったと思われます。わずかな金

額でも、一度送金したら相手から次々と案内が送られ

てきます。続けているうちに総額で３００万円を超えてい

た相談者もいました。おかしいな？へんだな？と思っ

たら、すぐに消費生活センターへご相談ください。

ＰＣリサイクルマーク

        ホーローのなべは、何ごみで出せばいいのですか？Ｑ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へごみＱ＆Ａ

        ホーローのなべは、金属類になります。

        透明袋に入れて空き缶・金属類の収集日に出してください。Ａ
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　
食
生
活
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

○
食
物
繊
維
（
野
菜
）
を
多
く
摂
る

　
食
物
繊
維
を
多
く
摂
る
こ
と
、

さ
ら
に
食
前
に
摂
る
こ
と
で
、
糖

質
の
吸
収
を
遅
く
し
、
血
糖
値
の

急
上
昇
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
食
物
繊
維
に
は
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
る
働
き

も
あ
り
ま
す
。
食
物
繊
維
の
目
安

量
は
、
１
日
　
ｇ
以
上
と
な
っ
て

２５

い
ま
す
。

○
単
純
糖
質
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意

　
お
菓
子
、
果
物
、
ジ
ュ
ー
ス
類

は
単
純
糖
質
と
い
い
、
血
糖
値
の

急
上
昇
を
招
き
ま
す
。
食
べ
す
ぎ

に
は
要
注
意
で
す
。

○
１
日
３
食
ゆ
っ
く
り
食
事
を
す
る

　
食
事
の
回
数
を
減
ら
し
た
り
、

一
度
に
た
く
さ
ん
の
量
を
食
べ
た

り
、
早
食
い
は
、
血
糖
値
が
急
激

に
上
が
る
要
因
に
な
り
ま
す
。

　
血
糖
値
が
少
し
高
め
の
糖
尿
病

予
備
群
は
、
糖
尿
病
発
症
の
危
険

性
が
高
い
状
態
で
す
。「
ま
だ
糖
尿

病
で
は
な
い
」
と
安
心
す
る
の
で

は
な
く
、
糖
尿
病
を
予
防
す
る
た

め
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
大
切

で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
必
ず
健
診
を

受
け
、
血
糖
値
な
ど
身
体
の
状
態

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

お元気ですか　保健師　です ●血糖値高めから要注意！糖尿病予備群

　
　
５
人
に
一
人
が
　
　
　
　
　

　
　
糖
尿
病
予
備
群
　!?

　
現
在
、
中
高
年
の
約
　
％
が
糖

１２

尿
病
を
発
症
し
て
い
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
糖
尿
病

で
は
な
い
も
の
の
、
発
症
の
危
険

性
が
高
い
糖
尿
病
予
備
群
の
方
は
、

約
　
％
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま

２１
す
。
　
糖
尿
病
は
、
空
腹
時
に
も
血
糖

値
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
予
備
群

の
段
階
で
は
、
空
腹
時
血
糖
が
正

常
範
囲
内
で
も
、
食
後
に
血
糖
値

が
急
激
に
高
く
な
る
「
食
後
高
血

糖
」
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
空
腹
時
の
高
血
糖
は
、
糖
尿
病

を
発
症
す
る
約
５
年
前
か
ら
、
食

後
高
血
糖
は
約
　
年
前
か
ら
始
ま

１０

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
が
大
き
く
関
係
す
る
２
型
糖
尿

病
は
、　

～
　
歳
代
に
発
症
す
る

４０

５０

人
が
多
く
、
中
高
年
に
注
意
が
必

要
な
病
気
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
食
後
高
血
糖
な
ど
の
糖

尿
病
予
備
群
は
、
糖
尿
病
を
発
症

す
る
５
～
　
年
前
か
ら
始
ま
る
と

１０

考
え
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
　３０

歳
代
か
ら
注
意
が
必
要
な
の
で
す
。

　
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
要
因
と

し
て
、
肥
満
・
食
べ
過
ぎ
・
運
動

不
足
・
家
族
に
糖
尿
病
の
方
が
い

る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
に

な
り
や
す
い
体
質
が
あ
っ
て
も
生

活
習
慣
を
改
善
し
、
糖
尿
病
を
予

「伸くん２歳のお誕生日おめでとう。
お兄ちゃん、お姉ちゃんもうれしい
よ。３人仲良くしていこうね。」

大平 恵子 さん(４歳)・(４歳)・
けいこ

 伸明 さん(2歳）(2歳）
のぶあき

　　 光明 さん(６歳）(６歳）　学田三区　
みつあき

「農作業のお手伝
いの間のいっぷ
くで～す」

岡野　 花菜 さん
か　な

(３歳)(３歳)　

　　　 菜月 さん
なつき

(５歳　　(５歳))　
南扇山　

左から

左から
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このページは広告料収入で作成しています

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・

児
童
手
当
認
定
請
求

　
所
得
制
限
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い
方

（
公
務
員
を
除
く
）
は
、
認
定
請
求

書
の
再
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限
　
５
月
　
日
画

２９

提
出
先
　
保
健
医
療
課
、
山
部
支

所
、
東
山
支
所

架
保
健
医
療
課
（
市
役
所
３
番
窓

口
）　
　
　
　
  ３
９
‐
２
３
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ク
リ
ー
ン
ふ
ら
の
春
の
　

地
域
環
境
美
化
運
動

期
　
間
　
５
月
　
日
蚊
～
　
日
蚊

１０

１７

内
　
容
　
道
路
・
花
壇
・
公
園
・

河
川
敷
・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周

辺
・
側
溝
な
ど
を
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
。
各
種
団
体
な
ど
の
活
動

に
も
、
ご
み
袋
を
無
料
で
提
供
し

ま
す
。

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業

補
助
希
望
の
と
り
ま
と
め

　
今
年
も
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

排
出
容
器
（
ま
た
は
飛
散
防
止

ネ
ッ
ト
）
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
設
置
理
由
を
そ
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

架
市
民
環
境
課拶

３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・

全
国
一
斉
特
設
人
権
心
配

ご
と
相
談
所
の
開
設

と
　
き
　
６
月
　
日
我

１０

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
大
会
議
室

相
談
内
容
　
い
じ
め
に
関
す
る
問

題
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
そ
の
他
の
人
権
問
題
全
般

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

料
　
金
　
無
料

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

架
旭
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

拶
０
１
６
６
‐
5
3
‐
3
9
4
3

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・

雇
用
保
険
制
度
の
改
正

　
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
、

再
就
職
支
援
機
能
な
ど
を
強
化
す

る
た
め
、
雇
用
保
険
制
度
を
次
の

と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

虚
雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡
大

許
雇
い
止
め
と
な
っ
た
非
正
規
労

働
者
に
対
す
る
基
本
手
当
の
受
給

資
格
要
件
の
緩
和
と
所
定
給
付
日

いじめでだれかが死ぬ前に
～弁護士のいじめ予防授業～
　　　　　弁護士　平尾　潔

いじめ問題に取り組む弁護

士による「いじめ予防授業」

を本書上で展開。

いじめを防ぐために、そし

て立ち向かうために、「子ど

も」「親」「学校」にできる

ことを具体的にアドバイス。

架図書館　拶２２‐３００５

３日蚊、４日俄、５日峨、６日我５月の休館日　

１１日俄、１８日俄、２５日俄、２９日画　　　　　　　

３階ビデオシアター

　５月９日臥１０時～１２時

　「甦る昭和の情景」上映会

２階展示ホール　

　５月２１日牙～２８日牙　富良野高校合同展

１階おはなしコーナー　

　毎週水曜日午後３時　どんぐりおはなし会

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

●児童書（新着）
柿原　優子スティッチ！
ホリー・ケラーたすけて！
小種小学校のみんなさよならしょうがっこう

●一般書（新着）
森村　誠一新・野生の証明
新津　きよみひとり
島本　理生君が降る日

数
の
拡
充

距
再
就
職
が
困
難
な
方
に
対
す
る

給
付
日
数
の
延
長

鋸
再
就
職
手
当
の
給
付
率
引
き
上

げ
及
び
支
給
要
件
の
緩
和

漁
常
用
就
職
支
度
手
当
の
給
付
率

引
き
上
げ
及
び
支
給
対
象
者
拡
大

禦
育
児
休
業
給
付
の
統
合
と
給
付

率
引
き
上
げ
措
置
の
延
長

魚
雇
用
保
険
料
率
の
引
き
下
げ

架
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
良
野

拶
２
３
‐
４
１
２
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

農
業
委
員
会
の
選
任
委
員

が
決
定
し
ま
し
た

　
４
月
１
日
付
け
で
、
市
議
会
推

薦
の
４
名
と
農
業
団
体
推
薦
の
３

名
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
市
議
会
推
薦
　
小
川
賀
津
博
、

図書館だより図書館だより

藤
野
昭
治
、
吉
中
文
也
、
中
村
行

男
（
敬
称
略
）

●
農
業
団
体
推
薦
　
植
﨑
博
行
、

長
尾
榮
治
、
髙
道
正
治
（
敬
称
略
）

架
農
業
委
員
会拶

３
９
‐
２
３
２
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
市
民
還
元
赤
ワ
イ
ン

販
売
期
間
残
り
わ
ず
か

　
販
売
期
間
は
５
月
　
日
蚊
ま
で

１０

で
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
ふ
ら

の
ワ
イ
ン
赤
を
購
入
く
だ
さ
い
。

価
　
格
　
９
０
０
円
（
税
込
）

　
　
　
※
通
常
価
格
１
２
４
６
円

　
ワ
イ
ン
工
場
で
は
、
町
内
会
・

グ
ル
ー
プ
・
企
業
な
ど
に
職
員
を

派
遣
し
、
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

架
ワ
イ
ン
工
場

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
３
２
４
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
地
域
安
全
運
動

「
み
ん
な
で
築
こ
う
、
安
全
で
安
心

な
大
地
」

　
５
月
　
日
俄
～
　
日
我
の
　
日

１１

２０

１０

間
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
連
携
し

て
、
犯
罪
や
事
故
な
ど
に
よ
る
被

害
を
未
然
に
防
止
し
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
春
の
地
域
安
全
運

動
を
行
い
ま
す
。

　
運
動
期
間
中
、
各
地
域
で
は
振

り
込
め
詐
欺
や
侵
入
犯
罪
な
ど
の

防
止
対
策
、
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら

今月の注目の今月の注目の本本
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守
る
た
め
の
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

架
富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
春
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

　
春
先
は
雪
解
け
が
進
み
、
空
気

が
乾
燥
し
、
風
が
強
く
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

住
宅
防
火
の
注
意
点

虚
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

許
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

距
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

鋸
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

漁
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

禦
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

魚
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

は
平
成
　
年
5
月
　
日
ま
で
で
す
。

23

31

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
林
野
火
災
の
発
生
予
防
に
つ
い
て

　
春
先
は
林
野
火
災
が
発
生
し
や

す
い
た
め
、
各
地
区
の
森
林
愛
護

組
合
、
自
然
保
護
監
視
員
、
鳥
獣

保
護
員
、
森
林
保
全
巡
視
指
導
員

な
ど
が
巡
回
し
警
戒
し
て
い
ま
す
。

失
火
防
止
の
た
め
の
注
意
点

虚
枯
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
は
、

た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

許
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
殻
は
必
ず
消
す
と
と

も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

距
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
火
を
使

用
す
る
場
合
は
、
指
定
さ
れ
た
場

所
で
行
い
、
そ
こ
を
離
れ
る
時
に

は
完
全
に
火
を
消
す
こ
と
。

鋸
火
気
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

周
囲
の
可
燃
物
の
状
況
に
十
分
注

意
を
す
る
と
と
も
に
消
火
用
の
水

な
ど
を
必
ず
用
意
す
る
こ
と
。

漁
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
な

ど
が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

火
気
の
使
用
は
し
な
い
こ
と
。

架
富
良
野
広
域
連
合
富
良
野
消
防

署
指
導
係
　
拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償

配
布
に
つ
い
て

　
郵
便
事
業
株
式
会
社
で
は
、
重

度
の
障
が
い
者
の
方
で
、
希
望
さ

れ
る
方
に
、
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
通
常
郵

便
葉
書
を
入
れ
て
無
料
で
さ
し
あ

げ
て
い
ま
す
。

配
布
対
象

①
重
度
の
身
体
障
が
い
者
（
１
級

ま
た
は
２
級
の
方
）

②
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
療
育

手
帳
「
Ａ
」
の
方
）

受
付
期
間
　
６
月
１
日
俄
ま
で

配
布
枚
数
　
一
人
　
枚
２０

※
申
請
が
必
要
で
す
。
お
近
く
の

郵
便
局
な
ど
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

架
郵
便
事
業
株
式
会
社
富
良
野
支

店
郵
便
課
　
拶
２
３
‐
２
６
５
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ガ
ス
会
社
を
名
乗
る
詐
欺

事
件
多
発

　
道
内
で
、
ガ
ス
会
社
を
名
乗
り
、

高
齢
者
を
狙
っ
た
巧
妙
な
詐
欺
事

件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
「
ガ
ス
の
点
検
に
来
た
」
と
い
っ

て
親
切
な
ふ
り
を
し
て
安
心
さ
せ
、

「
ガ
ス
料
金
を
年
払
い
に
す
る
と

安
く
な
る
」
と
現
金
を
要
求
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
富
良
野
地
域

で
は
「
ガ
ス
料
金
を
年
払
い
す
る

と
安
く
な
る
」
と
い
う
事
例
は
あ

り
ま
せ
ん
。

富
良
野
市
で
も
被
害
報
告

　
富
良
野
市
で
も
２
件
の
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
に
気

づ
い
て
い
な
い
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
家
族
や
近
所
の
被
害

を
見
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
注

意
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

架
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
１
１
６
６

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

こ
ど
も
の
図
書
館
ま
つ
り

と
　
き
　
５
月
９
日
臥

　
　
　
　
午
前
９
時
～
５
時

と
こ
ろ
　
図
書
館

内
　
容
　
お
も
し
ろ
し
か
け
絵
本
、

布
絵
本
、
ど
う
ぶ
つ
絵
本
、
お
す

す
め
絵
本
の
特
別
展
示
を
し
ま
す
。

そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
楽
し
い
催

し
が
あ
り
ま
す
。

●
１
日
体
験
図
書
館
員

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
　
時
１２

●
こ
ど
も
の
古
本
市

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１２

●
お
は
な
し
会

　
　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１２

●
お
り
が
み
・
紙
工
作
教
室

　
　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１２

●
ブ
ー
メ
ラ
ン
づ
く
り
教
室

　
　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１２

●
こ
ど
も
映
画
会

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

架
図
書
館
　
拶
２
３
‐
３
０
０
５

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

子
ど
も
未
来
づ
く
り
事
業

「
少
年
の
主
張
大
会
」

と
　
き
　
５
月
　
日
牙

２１

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
会
議
室

内
　
容
　
市
内
の
各
中
学
校
の
生

徒
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
発
表
し
ま
す
。
一
般
傍
聴
も
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

架
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・

第
　
回
山
野
草
展
示
会

３２
と
　
き
　
５
月
　
日
臥
・
　
日
蚊

１６

１７

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ

広告①広告②
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内
　
容
　
会
員
が
丹
精
こ
め
て
育

て
た
山
野
草
を
展
示
し
ま
す
。
苗

の
販
売
も
し
ま
す
。
（
数
量
限
定
）

架
富
良
野
山
草
会
事
務
局

　
　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
６
３
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・

お
や
こ
劇
場

と
　
き
　
６
月
５
日
画

　
　
　
　
開
場
　
午
後
６
時

　
　
　
　
開
演
　
午
後
６
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
瑞
穂
コ
ミ
セ
ン

内
　
容
　
人
形
劇
団
え
り
っ
こ
公

演
「
マ
ー
シ
ャ
と
ク
マ
」「
ど
ん
な

顔
が
で
き
る
か
な
？
」

対
　
象
　
幼
児

※
４
歳
以
上
は
入
会
金
２
０
０
円
、

会
費
月
額
１
０
０
０
円
（
３
歳
以

下
は
無
料
）
が
必
要
で
す
。
当
日

の
入
会
も
で
き
ま
す
。

架
お
や
こ
劇
場

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
５
８
９
４

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
ｉ
ｎ
北
海
道

全
道
一
斉
ご
み
拾
い
参
加
者
募
集

　
み
な
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
ご
み

拾
い
活
動
を
登
録
く
だ
さ
い
。

　
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
『
ご

み
拾
い
』
と
い
う
身
近
な
行
動
で

表
現
し
、
北
海
道
の
自
然
を
育
む

環
境
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※
平
成
　
年
度
の
活
動
実
績

２０

　
参
加
団
体
数
　
３
１
２
８
団
体

　
参
加
人
数
　
　
６
９
７
１
８
人

参
加
期
間
　

　
　
４
月
　
日
我
～
６
月
　
日
峨

２２

３０

メ
イ
ン
デ
ー
　

　
５
月
　
日
臥
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

３０

参
加
す
る
に
は

企
業
・
団
体
で
参
加
す
る
場
合

　
期
間
内
に
ご
み
拾
い
の
日
時
・

場
所
な
ど
を
決
め
て
参
加
登
録
し
、

活
動
終
了
後
、
写
真
と
簡
単
な
報

告
書
を
送
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

個
人
で
参
加
す
る
場
合

　
ご
み
拾
い
ウ
ォ
ー
ク
や
他
団
体

の
活
動
な
ど
、
一
般
参
加
可
能
な

活
動
を
紹
介
し
ま
す
の
で
事
務
局

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

市
役
所
市
民
環
境
課
に
あ
る
参
加

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

事
務
局
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
／
問
合
せ

ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

i
n
北
海
道
実
行
委
員
会
事
務
局

皐
０
１
１
‐
５
２
１
‐
４
６
６
０

捌
０
１
１
‐
５
３
１
‐
０
４
８
３

電
子
メ
ー
ル
　lecu

@
kitan
et.o
rg

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
:/
/
w
w
w
.l

o
v
e
-e
a
rth
-h
o
k
k
a
id
o
.jp
/

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・

市
民
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ォ

ト
コ
ン
ク
ー
ル

　
近
年
、
富
良
野
市
内
で
も
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
が
盛
ん
に
な
り
、
美
し

い
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
お
り
ま

す
。
ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
で
は
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
広
く
市

民
に
紹
介
し
、
そ
の
貢
献
に
対
す

る
表
彰
を
し
ま
す
。

審
査
対
象
　
家
庭
及
び
事
業
所
団

体
な
ど
の
花
壇
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

応
募
対
象
　
市
民

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
写
真
を

添
え
て
提
出
（
写
真
は
２
Ｌ
サ
イ

ズ
。
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
撮
影

し
た
時
期
を
記
入
）。
応
募
用
紙
は

市
民
環
境
課
、
山
部
支
所
、
東
山

支
所
に
あ
り
ま
す
。

参
加
料
　
無
料

受
付
期
間

　
　
６
月
１
日
俄
～
９
月
　
日
画

１１

※
表
彰
は
　
月
上
旬
に
開
催
予
定

１０

の
ふ
ら
の
環
境
展
で
行
い
ま
す
。

架
市
民
環
境
課拶

３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅
　
４
戸

緑
ヶ
丘
（
山
部
東
　
線
）
浴
室
有

１９

　
　
昭
和
　
年
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５４

緑
ヶ
丘
（
山
部
東
　
線
）
浴
室
有

１９

　
　
昭
和
　
年
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

５８

麓
　
郷
（
麓
郷
市
街
地
）
浴
室
有

　
　
昭
和
　
年
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５４

西
達
布
（
西
達
布
市
街
地
）
浴
室
有

　
　
昭
和
　
年
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５４

●
一
般
世
帯
（
単
身
入
居
可
能
住

宅
）
９
戸

東
麻
町
（
東
麻
町
　
番
）
浴
室
有

１３

　
　
昭
和
　
年
２
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

４８

東
麻
町
（
東
麻
町
　
番
）
浴
室
有

１１

時      間実 施 会 場月 日
9:20～9:00市役所車庫前

５
月

日
鰹日

17

9:50～9:30南コミセン

10:20～10:00東春地区コミセン

10:40～10:25勤労青少年ホーム

11:00～10:45北麻町公園

11:25～11:05瑞穂コミセン

11:50～11:30東部児童センター

13:20～13:05朝日町公園

13:40～13:25スポーツセンター

14:10～13:50北の峰コミセン

14:35～14:20桂木児童センター

9:35～9:20八幡丘会館

５
月

日
鰹月

18

10:00～9:45富丘総合会館

10:30～10:10布礼別集落センター

11:05～10:45麓郷デパート駐車場向い

11:30～11:15南麓郷第３会館

13:25～13:10布部駅前

13:50～13:35扇山公民会館

14:10～14:00北大沼会館

14:30～14:20東学田二区会館

14:50～14:40鳥沼公園駐車場

狂
犬
病
予
防
注
射
及
び

畜
犬
登
録
日
程
表
（
雨
天
も
実
施
）

時      間実 施 会 場月 日
9:25～9:10下五区会館

５
月

日
鰹火

19

9:50～9:35上五区会館

10:05～9:55御園会館

10:25～10:15山部北星地区コミセン

10:45～10:35山部５区会館

11:10～10:55山部ライスセンター

11:30～11:20山部南陽地区コミセン

11:50～11:40近藤秀男さん宅前（山部９町内）

13:15～13:00山部南地区コミセン

13:35～13:20山部支所

14:00～13:40山部西地区コミセン

9:30～9:20東山支所

５
月

日
鰹水

20

9:50～9:40東山中央会館

10:10～10:00光陽会館

10:30～10:20蜂谷寿二さん宅前（東山光陽）

10:50～10:40おもと会館

11:15～11:00西達布旧農協支所

問合せ
市民環境課
拶39-2308

11:35～11:25あやめ会館

11:55～11:45すみれ会館

13:45～13:30松南会館

14:10～13:55老節布会館

14:35～14:20平沢集落センター

このページは広告料収入で作成しています
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昭
和
　
年
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

４９

東
麻
町
（
東
麻
町
　
番
）
浴
室
有

１２

　
　
昭
和
　
年
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５０

北
麻
町
（
北
麻
町
２
番
）
浴
室
有

　
　
昭
和
　
年
２
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

４７

黄
の
花
（
山
部
東
　
線
）
浴
室
無

２０

　
　
昭
和
　
年
２
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

44

黄
の
花
（
山
部
東
　
線
）
浴
室
無

２０

　
　
昭
和
　
年
２
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

４５

東
　
山
（
東
山
市
街
地
）
浴
室
有

　
　
昭
和
　
年
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５２

樹
　
海
（
東
山
市
街
地
）
浴
室
有

　
　
昭
和
　
年
２
Ｄ
Ｋ
　
　
２
戸

４７

受
付
期
間

　
　
　
　
５
月
　
日
俄
～
　
日
画

１１

２２

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

年年金金だだよよりり
安心・便利・確実な口座振替

　国民年金保険料は、金融機関やコンビニで納めること
ができます。しかし、「忙しくて納めに行く暇がない…」
という方には、口座振替をお勧めします。
　口座振替を利用すると、金融機関の口座から自動的に
国民年金保険料が引き落とされるので、毎月金融機関に
行く手間と時間が省け、納め忘れの防止にもなり安心で
す。申し込みは、納付書・通帳・印鑑を持参の上、ご利
用の金融機関・社会保険事務所で手続きしてください。
　申し込みや引き落としに手数料は一切かかりません。
口座振替開始は、申し込みの１～２カ月後となります。
開始月は後日送付される「国民年金保険料口座振替」で
確認してください。

日本年金機構の愛称＆シンボルマーク募集について

　厚生年金・国民年金などの公的年金制度の業務運営は、
平成22年１月から日本年金機構が担当することになりま
す。日本年金機構について、みなさんに知っていただき、
公的年金制度への理解と信頼を深めていただくため、日
本年金機構の愛称及びシンボルマークを募集します。

募集内容
虚愛称(略称)　親しみやすく呼びやすい。公的年金制度の
業務運営を担う機構がイメージでき、わかりやすいもの。
許シンボルマーク　親しみやすく、公的年金制度の業務
運営を担う機構を象徴するもの。
募集期間　５月２９日画まで
選考方法　日本年金機構設立委員会委員と外部有識者な
　　　　　どで構成する選考委員会で決定
応募・問合せ　日本年金機構設立準備事務局
　　　　　〒１００‐８９４５　東京都千代田区霞が関1‐2‐2
　　　　　拶（03）5253‐1111　
　　　　　電子メール  nenkinaisho@mhlw.go.jp

保険料の支払いはお忘れなく

 国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き
　昭和１９年５月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日か
ら手続きができます。厚生年金を受給している方は、誕
生月に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きになり
ますので、改めて手続きする必要はありません。
　栢必要なもの
　　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
　栢市役所②番窓口にお越しください。

鰹問 市民環境課　拶３９‐２３０１

と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

会
　
費
　
月
額
１
５
０
０
円

指
導
者
　
松
谷
　
都
生
先
生

架
羽
根
田
さ
ん拶

２
２
‐
１
７
１
２

　

安
西
さ
ん

拶
２
３
‐
６
２
９
２

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類
（
収

入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

架
都
市
建
築
課拶

３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・

「
布
絵
本
づ
く
り
教
室
」　

受
講
者
募
集

と
　
き
　
５
月
　
日
蚊

１７

　
　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

と
こ
ろ
　
図
書
館

参
加
対
象
　
幼
児
向
け
布
絵
本
づ

く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

た
だ
け
る
市
民
。

受
講
料
　
無
料

定
　
員
　
　
名
１０

架
図
書
館
　
拶
２
２
‐
３
０
０
５

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

　
年
齢
を
問
わ
ず
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
無
理
な
く
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

活
動
日
　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

広告③広告④



発行/富良野市

編集/総務部企画振興課広聴広報係

〒076-8555 富良野市弥生町1番1号

雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

富良野市ホームページ　

http://www.city.furano.hokkaido.jp/

広報ふらのは再生紙を使用しています

こうほう    平成2１年５月号   №５7２

■４月１日付けで社会教育課から異動してきまし
た。これまでの経験と人脈を活かして、いい意味で
自分にしか作れない広報作りに励みたいと考えて
います。・・・まずい！いきなり大口をたたいてし
まった・・・１年目は先輩広報マンのみなさんのい
うことをしっかり聞いてがんばります。（と）

編集

後記

立
春
や
矩
形
の
畑
の
風
矩
形

伊
藤
　
寿
雄

さ
さ
流
れ
音
な
く
春
を
告
げ
て
を
り

手
代
　
満
恵

白
菜
の
サ
ク
ッ
と
割
れ
て
朝
の
玻
璃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
美
代
子

開
拓
の
名
残
の
古
木
梅
一
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
倉
は
す
え

晩
鐘
に
呼
び
出
さ
れ
た
る
春
の
蕾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
輝
夫

機
嫌
良
き
風
に
遊
べ
る
鯉
の
ぼ
り

長
畑
　
靜
香

ひ
と
冬
を
籠
り
過
ご
せ
ば
ひ
そ
か
に
も

春
来
る
風
を
耳
は
と
ら
へ
ぬ
　
　
　
　
　
坂
東
　
節
子

春
の
水
壺
に
満
た
し
て
挿
す
枝
の

桃
の
つ
ぼ
み
を
数
へ
て
ゐ
た
り
　
　
　
　
町
屋
　
和
子

耀
け
る
雪
と
太
陽
映
ゆ
る
朝

人
の
心
も
蘇
り
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
野
　
愛
子

古
希
に
し
て
趣
味
の
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
も

母
の
齢
を
い
つ
し
か
越
え
て
　
　
　
　
　
鎌
田
　
敬
子

春
の
風
肩
に
温
と
く
昼
下
り

並
み
立
つ
ハ
ウ
ス
に
光
輝
や
く
　
　
　
　
吉
田
　
久
子

瑛

西
脇
産
ゴ
マ
を
商
品
化

　
「
日
本
の
へ
そ
」
と
し
て
知

ら
れ
る
西
脇
市
で
、
昨
年
発

足
し
た
「
日
本
の
へ
そ
ゴ
マ

研
究
会
」
が
栽
培
・
収
穫
し

た
金
ゴ
マ
が
商
品
化
さ
れ
ま

し
た
。
商
品
名
は
「
金
播
磨
」

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　５月２３日臥　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

■４月の人事異動で広報を離れることになりまし
た。２年間という短い間でしたが、たくさんの人と
の出会いを通していろいろ勉強させていただきま
した。取材などで協力していただいたみなさん、本
当にありがとうございました。これからも取材にご
協力をお願いします。（み）

西
脇
産
金
ゴ
マ
を
１
０
０
％

使
用
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
　
名
の
農
家
が
、「
金

６３

ゴ
マ
」
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
金
ゴ
マ
は
ゴ
マ

の
中
で
も
栄
養
価
が
高
く
香

り
豊
か
で
人
気
の
あ
る
種
類

で
す
。

　
栽
培
に
取
り
組
む
農
家
の

み
な
さ
ん
は
、
農
薬
や
化
学

肥
料
を
使
用
せ
ず
に
、
手
間

ひ
ま
か
け
て
栽
培
さ
れ
た
金

ゴ
マ
を
「
西
脇
の
特
産
品
と

し
て
全
国
に
販
売
し
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

日本のへそゴマ「金播磨」


